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活　動　名

関係する学校

こんな
活動です

基
本
デ
ー
タ

活動区分 ※H26年度の実績（補助の有無についてはH27年度の状況）

土曜日の
教育活動

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO
との連携

放課後
子供教室

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 年間開催日数 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

実　施　場　所 開始年度 放課後児童クラブとの連携

コミュニティ・
スクール

指　定　日 委員数 児童生徒数 学級数

たのしい放課後　たのしい教室！　 
～地域住民との交流と多彩な体験活動を通して～

山梨県市川三郷町

市川三郷町放課後子ども教室
～たのしい教室～による活動

大塚小学校・上野小学校・市川小学校・
市川東小学校・市川南小学校・六郷小学校

　

　

	

放課後
子供教室

	 コーディネーター数	 子供の平均参加人数 	 年間開催日数	 国庫補助	 学習支援	 ICT活用	 企業·NPO
との連携

	 	 1 人	 160 人	 90 日	 有	 有	 有	 無
	 　	 実　施　場　所	 開始年度	 放課後児童クラブとの連携
	 	 多目的ホール、パソコン室、和室	 19 年度	 連携型

　

活
動
の
概
要
・
経
緯

目的
・	放課後等における子供たちの安全で健やかな居場所づくりを推進する。
・	地域の大人たちと地域の子供の交流を図り、地域で子供を育てる教育の場とする。
・	子供たちにとって、縦の関係の中で学び楽しむ体験をする場とする。
内容
・	木曜日を活動の基本日とし、放課後の時間帯（授業終了後から午後４時半まで）に体験活動を中心に行う。（夏休みは特別の
日程とする）
・	各地区の公民館主事が担当し、地域の方に安全指導員として協力を依頼する中で子供たちとの活動をリード及び支援していく。
・	各講師及び学校との連絡調整はコーディネーターが行い、年間計画を作成する。

■特　　徴
【特徴的な活動内容】
・	コーディネーター、指導員の人脈を生かした、地域の方々が講師となって行う多彩な体験活動（茶道、粘土工作、英会話、書道、歌、花植え等）
を行い、子供たちが興味関心を抱くような内容で毎回実施している。
・	夏休み特別教室として、夏休みを利用したパソコン教室、太鼓教室、一日教室を行っている。
・	コーディネーターを元教員にお願いしており、また安全指導員も地域の大人であるため、学校や児童クラブとの連絡調整に無理がなく、良く
連携できている。

【実施に当たっての工夫】
・	地域の方を講師に呼ぶことで経費を節約している。
・	夏休みの一日教室は県内の工場や福祉施設等への見学など、毎年違った内容で行っている。
・	学年だけでなく地域を含めた縦のつながりができるよう、安全指導員として地域の大人に参加をお願いしている。
・	学校にはない「たのしいこと」が経験できるよう、コーディネーターが日々のプログラムを工夫している。

■事業を実施して
　平成19年度に開設され、児童や保護者たちの間でも定着している。
　夏休みの特別教室が特に人気であり、毎年楽しみにしている児童が多くいる。
　講師及び地域の方々の協力により、子供たちに様々な体験や学習をさせることができている。
　本教室を実施していった結果、学校・家庭・地域のつながりが深くなり、本教室が単なる「たのしいこと」をする場ではなく、地域全体が関わっ
て子供たちを育てていこうとする場であるという認識が広まっている。

■その他
　学習支援：町内小中学校のALTの先生に英会話教室をお願いしており、英語と体を使ったゲームでたのしく勉強している。
　ICTの活用：地元企業のシステム部の方を講師として招き、パソコン教室を行っている。
■

■ 　

夏休み特別教室　川下り体験 書道教室の様子


